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図1．オペアンプの構成法によってはレール・トゥ・レール出力を得るのにレール・トゥ・レール入力は不要
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はじめに
新しい小型LT®1880を使うと、自動ゼロ調整に頼らずに、
SOT-23パッケージでは前例のない精度を達成できます。入
力オフセット電圧とドリフトはそれぞれ標準40 µVと
0.3µV/℃です。全温度範囲で最大200µVと1.2µV/℃が保証
されています。2.7V～40Vの電源で動作し、レール・
トゥ・レールの出力が得られ、ダイナミック・レンジは
120dBです。高精度を維持すると称している他社のSOT-23
オペアンプとは異なり、LT1880は135dBのCMRRおよび
PSRRに加えて、160万に達する高開ループ利得によって入
力精度を実現しています。この製品はコマーシャル温度グ
レードとインダストリアル温度グレードで供給されます。

アプリケーション

レール・トゥ・レール入力無しでレール・トゥ・レール動
作を実現
LT1880はレール・トゥ・レール入力ではありませんが、
ほとんどの反転アプリケーションおよび非反転利得のアプ
リケーションでは、レール・トゥ・レール入力は重要では
ありません。図1に、オペアンプの基本構成、オペアンプ
の入力で何が生じるか、さらにオペアンプにレール・
トゥ・レール入力が必要か否かを示します。

図2の回路は反転の場合の極端な例を示しています。1Mの
抵抗に加わる入力電圧は±13.5Vまでスイングすることが
でき、LT1880は入力電圧の1/10の反転電圧を出力しま

す。利得精度は抵抗によって0.2%へ制限されます。これ
は、出力を基準にすると、1.35Vの出力に対して2.7mVの
誤差になります。40µVの入力オフセット電圧プラス入力バ
イアス電流に約100kの等価ソース・インピーダンスを掛け
た誤差による寄与は無視できます。

精密フォトダイオード・アンプ
フォトダイオード・アンプには通常JFETオペアンプが採用
されます。これはJFETオペアンプのバイアス電流が小さい
ためです。ただし、精度が求められる場合、JFETオペアン
プはオフセット電圧とドリフトが比較的大きいため一般に
不適当です。LT1880は非常に低いバイアス電流（IB＝
150pA標準）で高精度を実現するので、このような厳しい
用途に使用できます。

、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。

反転： AV = －RF/RG
オペアンプの両入力は変化
せず、DCバイアス・ポイン
トVREFに固定されている

入力がレール・トゥ・レー
ルである必要はない

非反転： AV = 1 + RF/RG
両入力はVINと同じだけ変化
するが、出力はもっと大きく
変化する

入力がレール・トゥ・レール
でなくてもよいことがある

非反転： AV = 1
入力は出力と同じだけ変化する

回路全体がレール・トゥ・
レールで動作するためには入
力はレール・トゥ・レールで
なければならない

図2．極端な反転の場合：オペアンプの電源レール
を大きく超えてスイングする入力電圧でも正しく
動作する回路
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図3．精密フォトダイオード・アンプ
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図4．フィードバックCFおよび立上り時間と
フォトダイオードCD
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図5．プラチナRTD用単一電源電流源

トランスインピーダンス・フォトダイオード・アンプとし
て構成されたLT1880を図3に示します。トランスインピー
ダンス利得はRFによって51.1kΩに設定されます。応答時
間が問題にならない場合はフィードバック・コンデンサCF
を好きなだけ大きくすることができます。あるいは、フォ
トダイオードの容量CDが与えられている場合、応答を最大
限フラットにしてできるだけ広いバンド幅になるようにコ
ンデンサCFを選ぶことができます。最大限フラットな応答
を得るための、CDに対するCFおよび立上り時間のグラフを
図4に示します。全出力オフセットは全温度範囲（0℃～70
℃）で262µV（最悪値）以下です。したがって、5Vの出力振
幅では、最低86dBのダイナミック・レンジが全温度範囲
（0℃～70℃）で維持され、フルスケールのフォトダイオー
ド電流は98µAとなります。

プラチナRTD用単一電源電流源
LT1880は精密低バイアス電流入力段を備えているので、
精密積分器および電流源に最適です。LT1880を使って実
現した4線接続のリモート1kΩ RTD用の簡単な精密電流源
を図5に示します。LT1634リファレンスを使って、

LT1880の非反転入力へ1.25Vを印加します。LT1880
は、反転入力を非反転入力と同じ1.25Vに保ちます。これ
はR1とR2によって設定される合計1.25kの抵抗とRTDを
介して1mAの電流を流すことにより実現されます。精度の
要求されないR4およびC1によって回路の安定性が確保さ
れます。これらが無いと、安定性は過度にケーブル特性の
影響を受けます。R5も精度は要求されず、ESD耐性を改善
し、ケーブル容量をLT1880の出力からデカップリングす
るために接続されています。4線ケーブルを使うと、ケー
ブルのIR降下分を電圧測定から除外した状態で、ケルビン
法によるRTD電圧の検出が可能です。1mA流すと、1kΩの
RTDの両端の電圧は0℃で1Vとなり、温度による変化は
3.85mV/℃です。この電圧は無数の方法で簡単に測定でき
ます。最適な方法は注目する温度領域および電圧測定に使
用する特定のADCに依存します。

まとめ
LT1880は精密低バイアス電流入力段を備えているので、
精密高インピーダンス回路に最適です。レール・トゥ・
レール出力段により、このオペアンプは広いダイナミッ
ク・レンジで他のデバイスを簡単に駆動できます。他方、
動作範囲が2.7V～40Vなので、ほとんどすべての電源で動
作します。小型SOT-23パッケージなので、ボードの空き
スペースが少ない場合、あるいはコンポジット・アンプが
もっと大きなシングル・チップ・ソリューションに対抗し
ている場合は、強力な選択肢となります。
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